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第 4章 シンプルなレポートを作成してみよう 

第 1節 実施したいことの確認 

この節ではどのようなレポートを作成したいのか前提を確認します。 

第 1項 どういった分析を行いたいのか 

この項の学習目標 

 今回作成するレポートで分析したい内容を確認する。 

 データソースの出典と規約を確認する。 

 

解説 

今回は仕事をしている人が普段どのようなスポーツをしているのか分析してレポートを作成します。 

作成したい 2種類のグラフ 

今回はスポーツの種類の中でも登山・ハイキングをされる方はどういった職業が多いのかというグラフを作成します。 

また各職業別に普段行っているスポーツは何が多いのかについてもグラフ化します。 

 

どのようなデータソースを選択するか 

今回データソースは下記のデータを出典として利用しました。 

第 4章での作業内容・及び完成したファイルは出典を編集して加工しています。 

出典：社会生活基本調査 / 平成 28年社会生活基本調査 / 調査票Ａに基づく結果 生活行動に関する結果 生活行動編（全国） 

スポーツ 

リンク先は下記の URLです。 

https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200533&tstat=000001095335&cycle=0&tclass1=000001095377&t

class2=000001095378&tclass3=000001095380&tclass4=000001095382&stat_infid=000031593023&result_page=1

&tclass5val=0 

上記は社会生活基本調査という国の統計調査のデータの一環として取得されたものです。 

生活時間の配分や余暇時間における主な活動の状況など、国民の社会生活の実態を明らかにするための基礎資料を得ることが目的と

されています。 

総務省統計局が実施を行っているもので十分内容には信頼がおけるものです。 

データ分析を行う際にそのデータが信頼に値するものかどうかは重要な前提となります。 

 

ワンポイント 

社会生活基本調査につきましては下記を参考としました。 

参考リンク：令和 3年社会生活基本調査の概要 URLは下記です。 

http://www.stat.go.jp/data/shakai/2021/gaiyou.html 

使用するデータの規約確認 

次にデータの使用に際して規約を確認します。今回の規約は以下のサイトを参考にしています。 

政府統計の総合窓口（e-Stat）利用規約 

参考 URLは右記です。https://www.e-stat.go.jp/terms-of-use 

データを加工して公開しても良いかどうか、その際に特別な報告・表記が必要かどうかは確認が必要です。 

特に作成したレポートを個人使用ではなくウェブ上で配布するケースなどは必ず留意してください。 
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第 2節 データの取り込みと整形 

この節ではデータの取り込み方と取り込んだデータを使用可能な形に実際に整形できることを目的とします。 

第 1項 新規作成とデータの取り込み作業 

この項の学習目標 

データの取り込み操作ができるようになる。 

 

解説 

データを取り込む際は [データを取得] ダイアログボックスを使用します。 

 

作業してみましょう 

（1）デスクトップ上のショートカット Power BI Desktop をダブルクリックして起動します。 

 

（2）[データを取得] をクリックします。 
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（3）Excelブックが選択されていることを確認して [接続] をクリックします。 

 

（4）素材フォルダ内の a019_4.xlsx を開きます。 

（5）ナビゲーターの a019_4にチェックを入れ、 [データの変換] をクリックします。 
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（6）PowerQuery エディターが開きます。 

 

 

第 2項 データの問題点を確認する 

この項の学習目標 

取り込んだデータの修正すべき点を確認します。 

 

解説 

今回取り込んだデータはそのままの形では使用できません。 

下の画像をご覧ください。取り込んだデータを Excelで開いたものです。 

※お手元のパソコンで開いて頂く必要はありません。 

今回取り込みたいデータは Excel ファイルの表部分です。 

左上に表のタイトルが入っており、折りたたまれている行や列もあります。 

 

PowerQuery エディター側でデータを確認します。 
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表のタイトルがそのまま残っています。 

また null と記述のある箇所が多くみられるのが分かります。 

null とは空白を示しており、折りたたまれている行が展開されて空白として取り込まれています。 

このように不要な情報や空行・列は消去しなければ正しい分析ができません。 

更に画像上部の [Column1] と書いてある箇所も修正が必要です。 

なぜならレポートを作成する際に使用したいデータを識別する名前として使用されるからです。 

直感的にデータの中身が分かりやすいものに変更する必要があります。 

 

また今回は取り込んだデータ自体の分類が細かく、量が多いことも問題です。 

 [Column5] の列が職業別の分類を示す列となります。 

よく確認すると項目名の数字が 2桁で始まる大分類と 3桁で始まる小分類に分かれていることが分かります。 

今回は分析結果を見やすくするために大分類のみで分析します。 

不要な情報は事前に消去しておく必要があります。 

また職業別の項目の中には総計が含まれていることも問題です。 

各職業が占める比率を算出する際に総計が含まれているとグラフ上に同じデータを 2度計上します。 

そのため総計情報を消去する必要性があります。 
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第 3項 不要な列を削除する 

この項の学習目標 

 不要な列の削除方法を確認する。 

 作業を元に戻す方法を確認する。 

 

解説 

列の削除 

不要な列の削除は [ホーム] タブの [列の削除] から行います。 

 

ワンポイント 

削除したい列を右クリックして [削除] でも削除できます。 

削除を行った列や行は元データ側で削除されることはありません。 

あくまでも Power BI Desktop側のみの変更となります。 

 

元に戻す 

作業を元に戻したい場合はデフォルトで右側に表示されている、あるいは閉じている場合は 

 [表示] タブの [クエリの設定] の [適用したステップ] を使用します。 

削除したい処理の左隣の×をクリックするとそこまでの作業が全て削除されます。 

 

 

作業してみましょう 

第 1項で取り込んだデータが開かれている PowerQuery エディターを確認します。 

（1）[Column1] の見出しをクリックします。 
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（2）[ホーム] タブの [列の削除] をクリックします。 

 

列が削除されました。 

 

練習のために削除した列を元に戻します。 

（3）[クエリの設定] の [適用したステップ] から [削除された列] の左隣の×をクリックします。 

 

作業が元に戻りました。 

（4）[Column1] から [Column3] までの列を選択します。 

 [Column1] をクリックし、 【Shift】 キーを押したまま [Column3] をクリックします。 

 

（5）[ホーム] タブの [列の削除] をクリックします。列が削除されました。 

（6）同様に [Column6] から [Column10] に関しても削除します。 
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第 4項 不要な行の削除 

この項の学習目標 

 上部から特定の行までの削除方法を理解する。 

 任意の行の削除ができるようになる。 

 

解説 

上位の行の削除 

 [ホーム] タブの [行の削除] の文字部分をクリックします。 

ドロップダウンより [上位の行の削除] をクリックします。 

 

 [上位の行の削除] 内の行数欄に削除したい行数を入力して [OK] をクリックします。 

 

任意の行の削除 

任意の行を削除する場合は、見出しの▽をクリックします。 
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その列で削除したい値が含まれるものについて下のチェックボックスのチェックを外します。 

 

最後に [OK] をクリックします。 

 

作業してみましょう 

前項に引き続き PowerQuery エディターを確認します。 

（1）[ホーム] タブの [行の削除] の文字部分をクリックします。 

ドロップダウンより [上位の行の削除] をクリックします。 

 

（2）[上位の行の削除] 内の行数欄に 16 と入力して [OK] をクリックします。 
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上から 16行目まで削除されました。 

 

（3）[Column5] の見出しの▽をクリックします。 

null及び 00_総数を除いた分類数が 2桁のもののみにチェックを入れます。 

先に（すべて選択）のチェックを外すと全項目のチェックが外れます。 

その後で必要な項目にチェックを入れると効率的です。 

 

（4）[Column4] の見出しの▽をクリックします。 

(null) と 0_総数のみにチェックが入っている状態で [OK] をクリックします。 

今回の分析では男女別の分析は行わないため男女別の行は削除しました。 
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（5）[Column4] の列は分析に使用しないため削除します。 

 [Column4] の見出しを右クリックして [削除] をクリックします。 

行の削除に使用した列を削除しても行の削除が解除されることはありません。 

 

（6）[Column11] の見出しの▽をクリックします。 

（千人）のチェックを外した状態で [OK] をクリックします。 

 

不要な行が削除されました。 

 

第 5項 見出しを設定する 

この項の学習目標 

 1行目を見出しに使用する方法を理解する。 

 見出し名の変更ができる。 

 

  



Power BI Desktop講座 

 

解説 

データの見出し部分はレポート上でグラフを作成する際にデータの中身を識別するための目印となります。 

何も設定されていない場合は Columnから始まる自動の名前となります。 

作業効率を上げるために直感的にわかりやすい名前をつけることが必要です。 

1行目をヘッダーとして使用する 

 [ホーム] タブの [1行目をヘッダーとして使用] ボタンをクリックします。 

 

元のデータソースの 1行目に見出しがついていたとしても Power BI Desktop上でうまく認識できないケースに使用されます。 

見出し名の変更 

見出し名は文字の部分をダブルクリックすると変更することができます。 

 

作業してみましょう 

前項に引き続き PowerQuery エディターを確認します。 

（1）[ホーム] タブの [1行目をヘッダーとして使用] ボタンをクリックします。 

 

（2）見出し [Column1] をダブルクリックして見出し名を 「職業」 に変更します。 

 

第 6項 データ型の確認と変更方法 

この項の学習目標 

 データ型について理解する。 

 データ型の変更ができるようになる。 
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解説 

データ型とはその列に含まれるデータの種類を示すものです。 

データ型によって可能となる分析が変わってきます。 

例えば数に関係するデータ型であれば合計や平均が算出できますが他のデータ型の場合は計算できません。 

Power BI Desktopのデータ型 

データ型について部分的に抜粋して紹介します。 

名前 説明 

10進数 基本的な数値をしまう型。小数点は 15桁まで 

日付/時刻 日付と時刻双方の情報をしまう型。 

テキスト 文字情報をしまう型。 

 

ワンポイント 

これ以外のデータ型の詳細につきましては下記の公式ドキュメントをご確認ください。 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/power-bi/connect-data/desktop-data-types 

データ型の確認方法 

データ型の確認方法は 2種類あります。 

自動設定されますので変更する必要がないことが多いです。 

しかし入力されているデータの関係で想定と異なっている場合がありますので念のため確認が必要です。 

1.見出しの左の記号を見る 

数値かテキストかなどの大まかな分類ですが見出しで判別できます。 

例えば下記の画像は数値型となります。 

2.データ型を知りたい列を選択し、ホームタブで確認する 

 [ホーム] タブの [データ型：XX] が現在のデータ型です。 

変更を加えたい場合も同じボタンから選びなおします。 

 

作業してみましょう 

職業の列がテキスト型、それ以外が数値型の一種であることを確認します。 

（1）各列の見出しを確認します。 

 

 

（2）[ホーム] タブの [閉じて適用] をクリックします。 
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ワンポイント 

 [閉じて適用] した後でデータの整形ミスに気が付いた場合は、以下の方法で復帰できます。 

（1）フィールド欄の取り込んだテーブルを右クリックする。 

（2）[クエリの編集] をクリックする。 

 

（3）[ファイル] タブの [名前を付けて保存] をクリックします。 

ファイルの名前は 「sports」 とします。 

 


